
第２次環境基本計画　後期実施計画（53事業） 継承状況 第３次環境基本計画　前期実施計画（75事業） 重点事業※

1 1-1 吾 妻山の 保全と 魅力の 向上 ①公園 等維持 管理運 営事業 継続 吾妻山をはじめとする公園等の維持管理と運営を推進 〇

2 1-2 丘 陵地や 谷戸な どの保 全 ①里山 再生育 成事業 継続 里山の再生と育成を促進

3 1-2 丘 陵地や 谷戸な どの保 全 ②土地 改良事 業（農 道整 備）

4 1-2 丘 陵地や 谷戸な どの保 全 ③ふれ あい農 園事業

5 1-2 丘 陵地や 谷戸な どの保 全 ④遊 休・荒 廃農地 対策事 業

6 1-2 丘 陵地や 谷戸な どの保 全 ⑤緑の 基本計 画の推 進 継続 緑の保全と緑化を推進

7 1-2 丘 陵地や 谷戸な どの保 全 ⑥二宮 せせら ぎ公園 におけ るホタ ル観賞 会の実 施 継続 動植物と触れ合える機会を創出、生物多様性の保全を推進 〇

8 1-3 水 と親し める葛 川の再 生 ①公共 下水道 整備事 業 継続 公共下水道整備を推進

9 1-3 水 と親し める葛 川の再 生 ②下水 道の普 及促進 継続 生活排水の水洗化を促進

10 1-3 水 と親し める葛 川の再 生 ③家畜 環境整 備対策 事業

11 1-3 水 と親し める葛 川の再 生 ④葛川 水質調 査の実 施 継続 河川の水質調査を実施

12 1-3 水 と親し める葛 川の再 生 ⑤葛川 美化推 進事業 継続 葛川の美化を推進 〇

13 1-3 水 と親し める葛 川の再 生 ⑥水資 源に関 する教 育 新規事業に統合

14 1-4 二 宮海岸 の保全 と魅力 の向上 ①海岸 保全対 策事業

15 1-4 二 宮海岸 の保全 と魅力 の向上 ②海岸 清掃(か ながわ 海岸美 化財団) の実施 1-4-④、⑥と統合 海岸清掃を推進

16 1-4 二 宮海岸 の保全 と魅力 の向上 ③釣り 客、地 引網等 のごみ の持ち 帰りの マナー 向上 継続 海岸利用者のマナー向上を促進

17 1-4 二 宮海岸 の保全 と魅力 の向上 ④湘南 にのみ や海岸 530キャ ンペー ンの実 施 1-4-②、⑥と統合 海岸清掃を推進

18 1-4 二 宮海岸 の保全 と魅力 の向上 ⑤松の 保全事 業 継続 松林の保全を推進

19 1-4 二 宮海岸 の保全 と魅力 の向上 ⑥梅沢 海岸観 光事業 1-4-②、④と統合 海岸清掃を推進

20 1-5 良 好な自 然を象 徴する 動植物 の保全 ①自然 環境を 知るた めの講 座の実 施 継続 動植物と触れ合える機会を創出、町の環境を知るための講座実施を推進

21 1-5 良 好な自 然を象 徴する 動植物 の保全 ②有害 鳥獣被 害対策 事業 継続 生物多様性の保全を推進、有害鳥獣被害対策を推進 〇

22 2-1 リ デュー スの促 進（ご みの発 生や排 出の抑 制） ①ごみ 減量化 推進事 業 継続 厨芥類の発生抑制等のための普及啓発

23 2-1 リ デュー スの促 進（ご みの発 生や排 出の抑 制） ②マイ バッ ク・マ イボト ル等の 利用促 進 新規事業に統合

24 2-1 リ デュー スの促 進（ご みの発 生や排 出の抑 制） ③水分 もうひ としぼ り運動 厨芥類の発生抑制等のための普及啓発

25 2-1 リ デュー スの促 進（ご みの発 生や排 出の抑 制） ④食べ 残しゼ ロ運動 の推進 厨芥類の発生抑制等のための普及啓発

26 2-1 リ デュー スの促 進（ご みの発 生や排 出の抑 制） ⑤ごみ 減量化 推進協 議会に よる減 量化の 推進

27 2-2 リ ユース やリサ イクル の促進 ①リ ユース ショッ プの利 用促進 継続 リユースショップの利用を促進

28 2-2 リ ユース やリサ イクル の促進 ②グ リーン 購入の 推進 継続 グリーン購入を推進

29 2-2 リ ユース やリサ イクル の促進 ③生ご み処理 機の導 入促進 継続 生ごみ処理機の導入を促進

30 2-3 ご みの適 正な処 理・処 分の推 進 ①二宮 町一般 廃棄物 処理基 本計画 の推進 継続 循環型社会を目指したごみ処理の推進

31 2-3 ご みの適 正な処 理・処 分の推 進 ②ごみ 置場散 乱防止 対策 （カラ スネッ ト配 布） 継続 ごみ置場散乱防止対策を推進

32 2-3 ご みの適 正な処 理・処 分の推 進 ③し尿 処理事 業

33 2-3 ご みの適 正な処 理・処 分の推 進 ④最終 処分場 施設運 営事業

34 2-3 ご みの適 正な処 理・処 分の推 進 ⑤ごみ の処理･ 処分に 関する 教育 3-2-⑥と統合 世界規模、地球規模での環境問題にかかわる教育・学習の推進 〇

35 2-4 不 法投棄 防止の 推進 ①不法 投棄防 止事業 継続 不法投棄対策を推進

36 2-4 不 法投棄 防止の 推進 ②ごみ のポイ 捨て防 止事業 継続 ごみのポイ捨ての防止を推進

37 2-5 地 産地消 の促進 ①地元 産品の 消費促 進 継続 地産地消を促進

38 2-5 地 産地消 の促進 ②地元 産品の 循環型 活用の 促進

39 3-1 省 資源・ 省エネ ルギー 活動の 促進 、　3-2 自然エ ネル ギーの 活用 ①地球 温暖化 防止運 動の推 進 継続 町民の地球温暖化防止行動を促進 〇

40 3-1 省 資源・ 省エネ ルギー 活動の 促進 、　3-2 自然エ ネル ギーの 活用 ②ムダ な電力 消費等 の節約 啓発 継続 町民の地球温暖化防止行動を促進 〇

41 3-1 省 資源・ 省エネ ルギー 活動の 促進 、　3-2 自然エ ネル ギーの 活用 ③エコ カーの 導入 （電気 自動車 等導入 検討） 事業 継続 エコカーの導入推進

42 3-1 省 資源・ 省エネ ルギー 活動の 促進 、　3-2 自然エ ネル ギーの 活用 ④環境 負荷の 少ない 交通の 利用促 進 継続 環境負荷の少ない公共交通の利用を促進

43 3-1 省 資源・ 省エネ ルギー 活動の 促進 、　3-2 自然エ ネル ギーの 活用 ⑤駅前 駐輪場 の運営 （利用 者の利 便性向 上） 継続 適切な駐車・駐輪の意識啓発等を推進、自転車利用を促進

44 3-1 省 資源・ 省エネ ルギー 活動の 促進 、　3-2 自然エ ネル ギーの 活用 ⑥地球 温暖化 防止に 関する 教育 2-3-⑤と統合 世界規模、地球規模での環境問題にかかわる教育・学習の推進 〇

45 3-3　緑 化や雨 水利用 などに よる環 境の安 全 ①建築 物の緑 化の推 進 継続 公共施設の緑化の推進

46 3-3　緑 化や雨 水利用 などに よる環 境の安 全 ②開発 行為等 におけ る緑化 指導 （要 綱、指 導、条 例） 継続 開発行為等における緑化指導を推進

47 3-3　緑 化や雨 水利用 などに よる環 境の安 全 ③花 いっぱ い運動 の推進 継続 花いっぱい運動を推進

48 3-4　環 境保全 による 安全な まちづ くり ①側溝 や集水 桝の補 修・清 掃（冠 水防 止） 継続 集中豪雨時の冠水防止と水循環を推進

49 3-4　環 境保全 による 安全な まちづ くり ②雨水 浸透施 設設置 の指導 継続 集中豪雨時の冠水防止と水循環を推進

50 3-4　環 境保全 による 安全な まちづ くり ③狭あ い道路 等拡幅 整備事 業 継続 狭あい道路等拡幅整備の推進

51 3-5　快 適な生 活環境 の向上 ①地域 美化活 動の推 進 継続 地域美化活動を推進 〇

52 3-5　快 適な生 活環境 の向上 ②公害 防止対 策事業 継続 水質汚濁防止に向けた情報提供を推進、町内道路の騒音調査を実施

53 3-5　快 適な生 活環境 の向上 ③屋外 燃焼行 為によ る被害 の防止 継続 屋外燃焼行為による被害防止を推進

新規 動植物等の調査を実施

新規 空き地や空き家の適正管理を推進

新規 緑に包まれた景観の保全を推進

新規 重要文化財の保護

新規 計画的な道路環境の整備

新規 地区計画を促進

新規 高齢者等のごみ出し支援の推進

新規 自動車からの排気ガス抑制に向けた取組を推進

新規 大気環境汚染に係る調査等を推進

新規 水質汚濁に係る対応を推進

新規 自動車からの騒音・振動抑制に向けた取組を推進

新規 騒音・振動に係る対応を推進

新規 子どもたちの地球温暖化防止行動の促進 〇

新規 ハザードマップ・防災情報アプリ等の活用を促進 〇

新規 熱中症対策の推進 〇

新規 感染症対策の推進

新規 災害時に備えた自助・共助・公助の強化

新規 循環型社会の形成を目指した３Ｒ・３Ｓの推進 〇

新規 ペーパーレス化による紙ごみの削減を推進

新規 公共施設における省エネ設備、再生可能エネルギーの導入 〇

新規 家庭系ごみの有料化の研究及び指定ごみ袋のあり方の検討

新規 多量排出事業者への指導

新規 事業系・家庭系ごみ処理手数料の研究

新規 事業系ごみの排出ルールの策定と指導

新規 最終処分量の削減

新規 二宮町ウッドチップセンターの適切な運営

廃止

統合 ごみ処理施設等の適切な運営管理

廃止

廃止

廃止

廃止

統合 遊休・荒廃農地対策を推進

2-1-①と統合

※重点事業：数値目標（指標）を用いて進捗管理をしていく事業

第２次環境基本計画と第３次環境基本計画の事業比較表
資料５



新規 広域ごみ処理による効率的な資源化

新規 民間事業者委託による効率的な資源化

新規 環境に関する情報提供の推進 〇

新規 体験しながら環境について学ぶ機会の創出 〇

新規 環境について学ぶ場、体験する場の拡大

新規 環境への想いをつなぐ場づくりの推進 〇

新規 エコフェスタにのみやの持続可能な展開

新規 地区（自治会、町内会議）や地域組織の支援

新規 各団体との連携強化


